
 

船舶事故等調査報告書 

平成２１年１１月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第７０号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年３月５日 ０３時５３分ごろ 

発生場所 島根県松江市 多古
た こ

鼻
はな

灯台から真方位０３７°７.３海里付近 

（概位 北緯３５°４２.０′ 東経１３３°１０.７′） 

事故等調査の経過  平成２１年３月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

 

Ａ 油送船 しんみち丸、３,７８５トン 

   １３６８２２、英和運輸株式会社 昇和海運株式会社 

Ｂ 漁船 幸
こう

力
りき

丸、４８トン 

   １２９１４８、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 一等航海士 三級海技士（航海） 

Ｂ 甲板員 甲板部航海当直部員、年齢 ２９歳、経験年数 船員として

約１２年１１月、幸力丸に乗船して約２年１１月 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷側中央ハンドレール曲損、左舷側外板凹損及び擦過傷 

Ｂ 球状船首部脱落 

 事故等の経過  Ａ船は、ガソリン約２,８００kℓ、灯油約１,１８０kℓ、軽油約１,９００

kℓを積載し、金沢港に向けて東進中、Ｂ船は、島根県出雲
いずも

日御碕
ひのみさき

沖の漁場

へ向けて西進中、平成２１年３月５日０３時５３分ごろ、多古鼻北東沖に

おいてＡ船の左舷中央部とＢ船の船首とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天候 晴れ、風 なし 

海象：潮汐 上げ潮の初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、Ｂ船と左舷対左舷で無難に通過する態

勢で東進中、Ｂ船がＡ船の前路に向けて急に左転

したが、警告信号を行わなかった可能性があると

考えられる。 

Ｂ船は、Ａ船と左舷対左舷で無難に通過する態

勢で西進中、適切な見張りを行わず、Ａ船の前路

に向けて急に左転した可能性があると考えられ

る。 

原因  本事故は、夜間、多古鼻北東沖において、Ａ船が東進中、Ｂ船が西進

中、Ａ船がＢ船に対して警告信号を行わず、また、Ｂ船が適切な見張りを

行わなかったため、両船が衝突したことにより発生した可能性があると考

えられる。 

 




